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１. はじめに─世界遺産への登録とナショナリ
ズム
富士山と言われてどういう山を思い浮かべるだろうか.
｢頭を雲の上に出し｣ た富士山像は歴史的につくられた
ものではないか, というのが私の問題意識であり, 富士
山言説がどのようにつくられ, そして今の日本人にどの
ように理解されているかを通して, 韓国の大学生が何を
考えるかを見てみる, というのが今回の授業のねらいだっ
た.
富士山は, 2013 年６月 22 日に ｢富士山─信仰の対象
と芸術の源泉｣ の名で世界文化遺産に登録された(1). 世
界自然遺産に登録されたものと思っていたが, 違ってい
た. ｢信仰｣ ｢芸術｣ ｢景観｣ の三つを評価基準とするこ
ととして申請し, 最終的には ｢富士山─信仰の対象と芸
術の源泉｣ として認められたのだった. 1990 年代より
世界遺産に登録しようとする動きがあり, それも私が思っ
たように自然遺産への登録をめざしていた. ところが,
環境管理 (特にゴミ問題) が困難なためかなわなかった,
という(2).
一方, 日本各地に ｢○○富士｣ という山々があり, 関
東地方や中部地方には ｢富士見｣ という地名が至る所に
ある(3). 古くは, 万葉集にも ｢富士｣ が読まれ, 多くの
絵画にも登場してきた. そして, 私たちは富士山という
と一つの景観を思い出す. したがって, 世界遺産に登録
されてよかった, といえるのか. 自然遺産ではなく, な
ぜ文化遺産なのか, そして私たちが記憶する ｢富士山の
景観｣ はいつつくられたのか, こうした点を韓国の大学
生はどう考えるか探ってみたいと思って授業を実施した.
本授業は, 2013 年 11 月７日にソウルの高
コ
麗
リョ
大学校
｢日本文化史｣ という科目の中で実施した. 学生はおよ
そ 80 名だった. こうした授業は, 2009 年から毎年実施
している. そもそもは, 2009 年に ｢日本文化史｣ の外
部講師として依頼されたことから始まり, 毎年実施して
きた経緯がある(4). PPT を使って写真や図版をふんだ
んに盛り込んで, 学生が具体的に理解しやすいように授
業を進めた. また, 学生が日本語ができないため, 授業
は韓国語で行った.
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２. 授業の概要
以下, 実際の授業の流れに沿って概要を説明する.
(1) 噴火する富士山と修験道
富士山は, 高さ 3776ｍの活火山で, 何度も噴火を重
ねている. 特に, ９世紀～10 紀には 11 回も噴火し, 基
本的に富士山は ｢恐ろしい山｣ と見られていた(5).
と同時に, この頃は修験道(6)にとっては一大発展期と
言われる. おそらく多くの修験道たちにとっては, この
ようにしばしば噴火が起こる富士山は, なおさら畏敬と
崇拝の対象となったと推定される. もし, 富士山に登っ
ている最中に噴火すれば, それは神の聖域に立ち入った
ことを咎める神の意志だと思われただろう.
さしもの富士山の火山活動も 11 世紀の終わり頃には
終息に向かった. 1083 年の噴火の後は, 1435 年まで記
録はない. こうなると, 富士山に登ろうとする人物が現
れるのは時間の問題だろう. 富士山修験道の祖とされて
いる末
まつ
代
だい
上
しょう
人
にん
(1103～？) はこの頃, 山頂に大日寺を建
立し, 一切経を埋納したという. 末代は, 富士の浅
せん
間
げん
(7)
大菩薩を, 密教の中心仏である大日如来の垂迹と考えた
が, 同時に従来の浅間大神信仰と一致しない点もあった.
それを末代が統一して一つの信仰体系にまとめることに
よって民衆の信仰を集めたとされる(8). いずれにしても,
修験者たちが富士山登山をめざし始めたことは事実であ
る.
ここで, ｢絹本著色富士曼荼羅図｣ を見せた. 現在は,
富士浅間神社の所有となっているこの図には, 一番下に
東海道の清
きよ
見
みの
関
せき
と清
せい
見
けん
寺
じ
, 海を隔てて三保の松原が描か
れている. その上には, 登山口としての富士浅間神社と,
その境内にある池で水
みず
垢
ご
離
り
をとる人々が描かれている.
その後, 村山の興
こう
法
ぼう
寺
じ
に至り, その上には松明を渡して
いる老人が描かれ, ここから白装束に身を包んだ参詣者
たちは松明の明かりを頼りに山頂をめざす. ここからも
わかるように, 当時は夜間に頂上をめざし, 翌日の昼間
には下山するのが通例だった.
頂上は ｢三つ峰｣ になり, 左から薬師如来, 阿弥陀如
来, 菩薩 (あるいは大日如来) が小さく描かれている.
(2) 富士講と幕府の禁止令(9)
17 世紀になると, 民衆も山に登って ｢霊的な力｣ を
身につけたいと思うようになる. そして, ｢御
お
師
し
｣(10) と
呼ばれる人々が富士山登山を勧め始める. こうして, 江
戸を中心に講がつくられ, 団体で富士山に登る風習が始
まった. 講は, 相互扶助的な団体をいい, みなで金を出
しあって, 数年に一度の参拝に順番に加わる(11).
1731 年, 幕府は武士の俸禄である米の価格を引き上
げるために, 米問屋に米を買い占めさせたが, 翌年, 西
日本が冷害に見まわれ, イナゴが大発生して, 死者が
97 万人となる大飢饉となった. また, 江戸では打ちこ
わしが起こり, 米を買い占めた問屋の店が破壊された
(1733 年).
当時, 修業を積んでいた伊藤伊兵衛 (1671～1733) は,
食
じき
行
ぎょう
身
み
禄
ろく
を名のり, 新興宗教団体である ｢富士講｣ を
つくり上げた. 彼は, 幕府が民衆から税を取り立てた結
果, 世の中がおかしくなったと批判し, 江戸を中心に富
士講が広まった.
それに対して幕府は何度も禁令を出した. 1775～1849
年に６度も禁止令を出すが, 千葉県船橋地域では, 1849
年の富士講禁止令の後, 14 基の富士講供養塔が建立さ
れている. 幕府の禁止令を無視したのである(12).
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絹本著色富士曼荼羅図 (室町時代, 富士山本宮浅間
大社蔵, 186.6×118.2cm)
富士山は女人禁制の修験の山だったから, この図
でも半分より上には女性がいない. しかし, 18 世紀
に入るとこの禁制が緩み始める.
また, 禅僧も当時の政治を批判していた. 禅僧白
はく
隠
いん
(1686～1769) は ｢虚勢をはって華美にはしる大名行列
が, 結果的に諸藩の財政を圧迫し, そのしわよせが結局
は百姓に帰するのだ｣ と主張し, その思いを ｢富士大名
行列図｣ に込めた. 大名行列の人々, すなわちすなわち
武士たちは, 身体を前に傾けて同じような姿勢をとり,
前屈みのため威勢が上がらない. 滑稽で, 矮小である.
大名行列以外の人々は富士山の雄大な姿に見入っている
のに, 大名行列の人々は, ひたすら行列を前に進めてい
る(13).
(3) 富士山と江戸時代の文化
富士山の麓を通るのは, 大名行列ばかりではない. 朝
鮮通信使の行列も通る (葛飾北斎はそのようすを ｢東海
道五十三次 原｣ に描いている).
1636 年に, 家光が将軍職を継いだことを祝う通信使
が日本に派遣され
た. そのときの副
使金
キム
世
セ
濂
オム
は次のよ
うな文章を残して
いる.
｢それから, 東
に向かって富士山
を過ぎた. 山は大
きな原野の中にあ
り, 三国の境に雄
大な姿でうずくまっ
ている. 切り立っ
たさまでそびえ立
ち, 他にぬきんで
て空の半分を占める. 白雲が常に中腹の下に起こり, 空
に浮かんで天を覆う.｣ (『槎
さ
上
じょう
録
ろく
』)
通信使に同行してきた多くの朝鮮文人たちが富士山を
数多く漢詩に詠んだ. そのことが日本の漢学者たちに刺
激を与え, 富士山を ｢三国(14)一の名山｣ とする観念も広
がることになった. 知識人ばかりか, 富士講でもしばし
ば ｢三国一の山｣ という表現が富士山の代名詞のように
使われたことから見ても, 庶民の間にもそうした意識が
少なからず存在するようになったと考えるべきであろ
う(15).
また, 葛飾北斎は, 合計 46 枚からなる富士山の版画
を集めた 『冨嶽三十六景』 を描いた. ドビュッシーの
｢交響詩波の戯れ｣ の初版楽譜の表紙は, このうちの
｢神奈川沖浪裏｣ だった. また, ゴッホが賞賛したよう
に, 当時の印象派の人々にとっては, まさに ｢ジャポニ
スム｣ によって新境地が切り拓かれたといってよい. ま
た, 北斎は庶民の姿に焦点をあてて富士を描いている
(｢諸人登山｣).
(4) 帝国日本と富士山
このように表象としての ｢富士山｣ がヨーロッパで礼
賛されていたが, 新政府は, 富士浅間神社にあった仁王
門を破壊させ, 梵鐘も溶かしてしまった. かろうじて仁
王門の礎石が残っている. さらに, 政府は富士山を ｢浅
間大菩薩｣ と呼ぶことをも禁止した(16).
ここで, 学生に唱歌 ｢ふじ山｣(17) を聴かせ, ｢この歌
は 1910 年につくられました. 日本で一番高い山は？｣
と質問した. どうしてそんなことを聞くのか, という顔
をしていたが, ｢富士山｣ と大半の学生が答えた. 正解
は台湾にある ｢玉
ぎよく
山
ざん
(3952m)｣, 当時は ｢新高山｣ と
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白隠筆 ｢富士大名行列図｣ (『國華』 (1379 号, 2010, PL.4) より, 自性寺蔵)
葛飾北斎筆 ｢東海道五十三次 原｣
(名古屋市博物館蔵)
呼ばれていた山である. なぜこういうことを聞くかとい
うと, 台湾を植民地とした後につくられた ｢ふじ山｣ の
歌で, なぜ富士山を ｢日本一の山｣ というのかを考える
ためである. ｢高い｣ だけで ｢日本一の山｣ になるので
あれば, 玉山が日本一にならなければならない. 難しい
が, ここはこの授業のねらいにもつながる重要な部分で
ある.
授業ではここで ｢ところで, 韓国で一番高い山は？｣
と聞いてみた. 半分近くの学生が漢
ハル
拏
ラ
山
サン
(1950m), も
う半分ほどが白
ペク
頭
トゥ
山
サン
(2744m) と答えた(18). ここはもっ
と踏み込んで討論するべきであった.
次に, この問題を考える資料として, 『第３期国定国
語教科書 巻 6』 (1920 年)(19) を紹介した.
これが, 1940 年代に入るとさらに変化する(20). ｢日本
に たづね来るよその国人 あおぐ｣ ｢神の山｣ に変わ
るのである.
ここで, 言説としての富士山の姿がはっきりと浮かび
上がってくる.
つまり, 富士山の形そのものに ｢日本一の名山｣ とい
う意味があり, 同時に日本人の国民精神が現れていると
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第二 日本の高山
｢朝晩めっきり寒くなった. 高い山はもう雪だらう.｣
｢にいさん, 富士山はまつ白でせうね.｣
｢そうさ, 中ほどまでは降ってゐるかも知れない.
何しろ一万二千五百尺もあつて, 内地第一の高山だ
から.｣
｢それでは日本一の高山は.｣
｢台湾の新高山さ. これは一万三千尺からある. 台
湾ではめつに雪が降らないさうだが, 此の山のいたゞ
きには, いつもつもつてゐるといふことだ.｣
｢一番は新高山, 二番は富士山, 三番目は.｣
｢いや, 二番も三番も台湾にあつて, 四番目が富士
山だ.｣ ……
｢高くて名高いのは, どの山ですか.｣
｢それは富士山さ.｣
出典は左下から, 朝鮮総督府編 『普通学校朝鮮語読本巻五』,
1924 (復刻版 『朝鮮総督府編纂教科書』 あゆみ出版, 1985).
右上は, 台湾総督府編 『公学校用国語読本第一種巻八』, 1924
(魏徳文編 『日治時期台湾公学校与国民学校国語読本第三期 1
923-1926)』 南天書局有限公司, 2003), 右中は, 『北海道尋常
小学読本巻三』, 1897 (佐藤秀夫監修 『地域教育史資料第一期
１』 文化評論社, 1984). 右下は, 『沖縄県用尋常小学読本巻四』,
1898 (同前). 授業では朝鮮総督府教科書だけを紹介した.
教える. だから, 国民精神を持っていれば, 実際に富士
山を見たことがない子どもたちも富士山の形を思い浮か
べることができるとされる. そして, 子どもたちは, な
ぜ富士山が ｢名山｣ であるかというと, 富士山が国民精
神を象徴しているからだと考えるようになる.
この場合に ｢富士山を見たことがない子どもたち｣ と
いうのは誰か. 北海道の子どもであり, 沖縄の子どもで
あるばかりではない. 台湾の子どもであり, そして朝鮮
の子どもたちにも ｢国民精神｣ を教え込むために, こう
した言説がつくられたのである. この言説には, ｢日本
一の山｣ は植民地台湾ではなく, ｢内地｣ になければな
らないというまなざしが見える.
また, ｢名山｣ である富士山の形は, 現実のそれであ
る必要はない. 授業では, 実際に富士山に登ったことの
ある学生が一人いた. ｢どんな山だったか｣ と聞くと,
｢石ころだらけの汚い山だった｣ と答えた. 言説として
の富士山の姿は, このような石ころだらけの, あるいは
し尿が垂れ流される姿ではなく, あくまでも教科書に紹
介される姿でなければならないのである.
(5) スカイツリーと富士山
最後にスカイツリーの後ろに富士山が配置された写真
を紹介し, およそ 106km 離れていても天気がよければ
このように見えることを強調した.
そして, 次の質問をした.
｢いま日本で, 千円紙幣に富士山が描かれていること,
小学校３年生で唱歌 『ふじ山』 が教えられていること,
そして富士山が世界文化遺産に指定されたことをどう思
いますか？｣
３. 学生の意見
この質問への意見をいくつか紹介しよう. 例年は 30
名程度だったが, 今年 (2013 年) はどういうわけか,
およそ 80 名だった. 以下, 学生の名前はすべて仮名で
ある. なお, ｢日本福祉大学保護情報規則｣ に照らし,
該当学生の報告を匿名で記すことなどの同意書をとった
ことを付け加えておく.
｢まず富士山は社会的・歴史的脈絡から離れて見ても
驚くべき自然景観で飛び抜けた芸術的価値を持っている.
日本でこのような自国の宝を経済的側面, 教育的側面,
国際的側面で積極的に浮き彫りにし, その価値に対する
研究や広報を活発に行うことは自国を愛する精神的な行
為だと思う. 相対主義的観点から見ると, 韓国が慶
キョン
州
ジュ
歴史遺跡や済
チェ
州
ジュ
島
ド
を世界文化遺産に登録した努力と変わ
るところがない.
でも, 富士山についてよく知らないぼくも一抹の疑い
を持っている. 今日の授業に出てきた 『日本第一の山,
富士山』 は 1910 年, つまり朝鮮が日本の植民地として
併合された時期に作曲されたものだという. 当時の歴史
的環境, 東北アジアの力学構図の中で見ると, 富士山を
通して日本への熱い愛情を植えつけていた日本政府の行
動には, 帝国主義的で排他的な底意があったのではない
だろうか. 侵略的・好戦的利害関係とは離れた大部分の
日本人が正しい歴史判断をする前に, 日本を盲目的に愛
させることで帝国主義的行為を正当化しようとする意図
がそれである. こうした判断フレームとして富士山が使
われるのを見ると, 韓国人としては心が安らかというわ
けにはいかない.｣ (キム・ヒョンジュン)
富士山の世界文化遺産への登録は当然のこととしつつ
も, ｢ふじの山｣ に象徴される植民地主義の歴史を考え
ると, ｢心が安らかというわけにはいかない｣ というの
である. キム・ヒョンジュンは, 韓国の植民地支配が始
まった年につくられた ｢ふじの山｣ を今の日本の小学生
に教えているのは ｢日本を盲目的に愛させる｣ ためでは
ないかと危惧している.
｢日本人にとって富士山は単なる山の意味を越えた存
在であるようだ. 韓国でも山は自然というよりも精気・
霊的な力を持っている存在と認識する人もいるが, 道教
や民俗信仰の影響だろう. 富士講という組織的な動きま
であり, それほど日本人が富士山に強い誇りを持ってい
たことを初めて聞いた. だから富士山が絵画のような芸
術作品の素材として登場し, そんな信仰が世界文化遺産
に指定された力なのだと思った.
このような日本人の富士山に対する信仰が初めは反政
府勢力を形成していたのは驚きだった. とくに明治維新
後, 天皇を中心に国民を結集させる必要があった明治政
府がもっとも利用しやすかっただろう富士山信仰をむし
ろ禁止したことを不思議に感じた. しかし, 後にこれを
利用したのもやはり富士山信仰があれほど堅固だったか
らだろう. そして, 千円札の富士山, 音楽教科書の富士
山, 世界 『文化』 遺産としての富士山は, 今の政府によっ
て積極的に利用されているようだ. 国民を一つに結集さ
せる象徴だからだろう.｣ (シン・スヨン)
｢日本でこのようなことが行われていることを全然知
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らなかった. でも, 講義を受けて富士山のことを考えて
みると, 富士山は日本の誇りを越えて日本それ自体だと
考えるようになった. 昔の人々が, 富士山を神聖視し,
何度も禁止令が出ても富士山に行くための 『講』 という
慣習も止めなかったこともわかった.
今の日本は原発の爆発と世界経済危機の余波で内部に
混乱があると思う. もちろん日本は強い国家精神を持っ
ているが, 厳しい危機のためにこのような精神も揺れて
いるようだ. だから, この危機を克服するために日本人
が好きな富士山を利用する政策を実施していると思った.
このように日本人が好きな富士山を自然遺産ではなく,
文化遺産に指定したのもまた日本の富士山文化を反映す
るものだと思う. そして, 国家の象徴である紙幣の図柄
に富士山を載せるのも同じ理由だろう. つまり, 日本が
していることは, 最近の危機を国民精神を通して克服し
ようと, 国民意識鼓吹のために富士山をもちだして, 一
つの象徴とするものだと見ることができると考える.｣
(チョ・ソンヒョン)
シン・スヨンは, かつては反幕府勢力を形成していた
富士講が定着していたことを利用して近代日本が国民統
合の手段として富士山を利用したと考えている. そして,
その ｢信仰｣ が文化遺産登録の原動力となったと指摘し
ている. チョ・ソンヒョンも同様に ｢国民意識鼓吹のた
めに富士山をもちだして｣ いるのだと主張している. そ
して, それは原発問題と経済危機で揺れる日本人の国家
精神を回復させるためだとも考えている.
｢愛国歌の歌詞に 『東
トン
海
ヘ
が乾き果て, 白頭山が磨り減
る時まで……』 がある. また, 東北工程の一環として白
頭山が中国のものだという歴史の捏造を見ながら, わが
国の人々は単純に一地域の山が奪われたのではなく, 民
族のアイデンティティを否定されたと感じたのである.
このように白頭山はわが民族にとって単なる高い山では
なく, 民

族

の

精

神

的

根

と認識されてきた. わが民族の白
頭山に対応するのが日本の富士山だ.
富士山は火山で, それも活発に活動していた山だった
ので多くの日本人は恐ろしさを感じていたし, 民衆を中
心に 『富士山信仰』 が生まれた. 人々は富士山を 『浅間
大菩薩』 と呼んで修験者たちもそこで修業した. 修験道
の 『霊的な力』 を得るために一般民衆が山に登る 『講』
組織が形成された. 一方, 当時の幕府は無理な税政策を
推進していたが, これを富士講の指導者が批判すると多
くの民衆の共感を得て富士講がさらに広がった. こうし
て富士山は 『国民精神』 として定着した.
現代日本の千円札に富士山を描いていること, 小学校
３年生の教科書に唱歌 『ふじの山』 を載せているのも富
士山が日本国民の 『アイデンティティ』 となっているか
らだ. そのため, 富士山を実際に見たことがない日本人
も富士山を思い浮かべることができ, 日本の 『名山』 と
答えるのだ. 実際に外国人も日本というと思い浮かべる
のは雲に薄く遮られた富士山だ. 富士山が自然遺産では
なく, 世界文化遺産に指定されたのもこのように日本の
『アイデンティティ』 を代弁する山だからだ.｣ (チョン・
ソッキョン, 強調は引用者)
日本の唱歌 ｢ふじの山｣ と韓国の愛国歌から, 白頭山
と富士山を対応させて考えている. すると, 自分たちの
白頭山意識から考えて, 富士山を日本人が ｢アイデンティ
ティ｣ の象徴としてとらえるのは当然とする考え方であ
る. ここには, そうした ｢アイデンティティ｣ が歴史的
につくられてきたという認識はほとんどない. 富士講の
定着と ｢国民精神｣ としての富士山はなんの問題もなく
結びつけられている.
この考えを日本人留学生山田有紗はさらに増幅させて
いる (日本人交換留学生が一人受講していた).
｢『富士山』 に関する講義を受講し, 日本人であっても
あまり知ることのなかった富士山の歴史や現在にまで続
いている富士山に関する動き, 文化について知ることが
できた. 最後の質問を日本人として考えた場合, われわ
れ日本人の生活は富士山とともにあり, 幼い頃から日本
人にとっては偉大な存在として考えられてきたため, 富
士山を讃える歌があり, 紙幣にも印刷され, 文化財とし
て登録されることも当たり前のように思われるが,
9～10 世紀に幾度となく噴火して人々を苦しめた富士を
どうして讃えられるのか.
客

観

的

に

富士山を見たとき, 日本人は富士山をただの
山ではなく, 神のような存在と考えていたように思う.
古くからともに生き, 季節ごとに姿を変え, 美しい姿を
われわれに見せつつも, 火山としての活動を続けている
という恐ろしさも与える. このために日本人は富士山を
特別な山と考えているのだろう. 富士山は日本人にとっ
て, 心をやすませる自然でもあるが, それ以上に日本の
誇りでもあるのだと私は考えた.｣ (山田有紗, 強調は引
用者)
｢客

観

的

に

富士山を見たとき, 日本人は富士山をただ
の山ではなく, 神のような存在と考えていた｣ とする山
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田は, ｢日本の誇りでもある｣ とも主張する. だから,
それこそ ｢客観的に富士山を見たとき｣, たびたび噴火
して人々の生活を破壊してきた富士山を讃えることなど
できないとは言うものの, 近代日本の植民地支配や現在
の日本でなぜ富士山が持ち上げられているかには目を向
けない. したがって, ｢ふじは日本一の山｣ とする言説
に疑問を持つこともない. こうした認識は, 現在の日本
の学生の保守化傾向を表すと同時に, 韓国社会に暮らし
てふれる民族主義への対抗意識が重ねられたものと見る
ことができる.
また, このことは日韓の学生に通底する認識でもある.
今回の授業は富士山を通して, 日本のナショナリズムに
ついて考えた. そのため, 山田は帝国日本がつくり出し
た富士山言説─それは一部分現在も続いているものだが
─を意識から排除して前近代の富士山像と現在のそれを
結びつけて論じた.
一方, こうした山田に代表される富士山言説は ｢日本
を盲目的に愛させる｣ ためではないかと危惧しているキ
ム・ヒョンジュンや, 富士山言説が ｢国民を一つに結集
させる象徴｣ だと見てとったシン・スヨンにしても, 日
本のナショナリズムは見えても, 自らのナショナリズム
には言及していない. さらに, チョン・ソッキョンに至っ
ては, 日韓のナショナリズムを肯定している.
４. まとめ
今回の授業を通して, ｢富士山｣ 言説が日本のナショ
ナリズムを形成する役割を果たしたこと, そして今なお
その言説が私たちを覆っていることが明らかになり, 同
時に韓国の大学生も自らのナショナリズムに囚われてい
ることがわかった.
国際的にも美しい姿をしていると賞賛される富士山で
はあるが, その姿を ｢美しい｣ と感じる素直な感覚を利
用しながらナショナリズムが構築されてきたことを歴史
的にとらえることが重要である.
自らのナショナリズムを相対化していく可能性は議論
の中から生まれる. 相手のナショナリズムに対する批判
が自らのそれを省察する過程とならなければ, 意味がな
い. だとすれば, これを実現するのはどういう授業でな
ければならないか. これを構想することが課題となるだ
ろう.
参考文献
脚注などに記したもの以外に以下を参考にした.
阿部一 ｢近代日本の教科書と富士山｣, 青弓社編集部編 『富士
山と日本人』 青弓社, 2002
上垣外憲一 『富士山─聖と美の山』 中公新書, 2009
保立道久・成田龍一監修 『津波, 噴火…日本列島地震の 2000
年史』 朝日新聞出版, 2013
『現代思想』 2013 年 10 月号 ｢特集富士山と日本人─自然・文
化・信仰｣ 所収の諸論文
注
 登録対象は 25 件で, 登録面積は 19311.9ha である. これ
には, 山頂の信仰遺跡群, 大宮・村山口登山道 (現富士宮
口登山道), 須山口登山道 (現御殿場口登山道), 須走口登
山道, 吉田口登山道, 北口本宮冨士浅間神社, 西湖, 精進
湖, 本栖湖が含まれる.
 佐野充 ｢富士山の世界遺産登録への取り組みにおける自然
遺産としての価値評価の意義｣, 『地球環境』 60 号, 2008.
この論文によれば, 周辺も含めると 3000 万人の観光客が
訪れ, 登山者は 20 万人を超える. そして, 登山者が残し
ていくし尿やゴミの処理, さらには不法投棄の問題もある.
また, ふれられることが少ないが, 富士山麓にある自衛隊
の演習場の問題も抱えている (例えば, ｢法規制逃れ山肌
削る 東・北富士演習場｣, 『しんぶん赤旗』 2013 年 8 月
26 日). また, 北富士演習場の闘争については, 安藤登志
子 『北富士・入会の火─忍草母の会の三〇年』 (社会評論
社, 1991) を参照
 実際には見えないのに, いわば ｢願望としての富士見｣ と
いう所もある. 例えば, 葛飾北斎の 『冨嶽三十六景』 の一
つに ｢尾州不二見原｣ がある (現名古屋市千種区富士見台)
が, ここからは富士山が見えないことが確かめられている.
｢不二見原から富士山見えぬ レーダーが確認｣ ( 『朝日新
聞』 1976 年３月 16 日付), 安井純子 ｢江戸時代以降の文
献・資料からまぼろしの富士山を検証する｣ (『岳人』 1994
年５月号), 田代博 『富士山 ｢発見｣ 入門─知れば知るほ
ど楽しい展望ガイド』 (知恵の森文庫, 2003) などを参照.
 授業テーマを列挙すると, ｢織田信長と最も長く, 激しく
戦った一向宗徒｣ (2009 年), ｢豊臣秀吉はどのような人物
だったか？｣ (2010 年), ｢福島の戦後史｣ (2011 年), ｢沖
縄現代史｣ (2012 年), そして ｢富士山｣ (2013 年) である.
2011 年の授業は, 同年３月 11 日の東日本大震災および福
島原発の事故に触発されてテーマを設定した. その後は,
テーマを立てて授業を構想するようになった.
 864 年の噴火では, 火炎の高さが 60ｍ以上に達し, 雷のよ
うな音がしたかと思うと, 地震も併発した. 十数日を経て
も噴火は収まらず, 火山灰や火山岩が雨のように降り続け
たという記録が残されている (『日本三代実録』). ９世紀
陸奥海溝地震 (いわゆる ｢貞観地震｣) はこの５年後であ
る.
 修験道とは, 深い山に入り厳しい修行を行うことによって
超自然的な能力を得て, 衆生の救済をめざす実践的な仏教
の一派をいう.
 富士講の開祖長谷川角行 (1541～1646) は ｢浅間大神｣ を
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｢仙元大神｣ に, ｢浅間大菩薩｣ を ｢仙元大菩薩｣ に改め
た (竹谷靱負 『富士山の祭神論』 岩田書院, 20006).
 実際には, 江戸時代に至っても村山興法寺と富士浅間神社
の対立は解けていなかった, という. また, 村山に興法寺
を開いたのは末代の流れを汲む頼尊が開いた (1317 年)
とされる. 今川氏の庇護を受けて勢力を拡大するも, 1707
年の噴火により建物が全壊し, 登山道も壊滅的な打撃を受
けた.
また, 浅間神社は日本各地に存在するが, 五畿八道では
東海道ではもっとも多く (1316 社中 943 社), その東海道
の中では千葉県 (257 社) がもっとも多い (浅間神社社務
所編 『浅間神社の歴史』 名著出版, 1973, 初版は 1927).
 江戸時代にも富士山が噴火し, 多くの人々が被害に遭って
いる. 例えば, 1707 年の噴火 (いわゆる ｢宝永の大爆発｣)
では 17 日間も噴火が続いた. 江戸まで灰が降りそそぎ,
多くの人が咳で苦しんだ.
特に小田原藩の被害が大きく, 幕府が災害復旧費として
各藩に命じて 100 石あたり２両の臨時税を命じ, その結果
翌年までに 49 万両が集まった. ただし, 実際の復旧に使
われたのは 16 万両にすぎず, 残りは幕府の諸費用にあて
られた. 治水工事が行われたものの, それが大雨で決壊し
たりした. そうしたことをくり返しながらも, 農民たちの
努力によってしだいに田畑が元のようになってきた. およ
そ 70 年の歳月がかかった. しかし, 小田原藩は復旧が進
むにつれ, 旧来の年貢を復活させていった. そこで, 農民
たちは, 何度も年貢を下げるよう要求するが, 藩が聞き入
れなかったため, 一揆を起こした. そして, 死罪１名, 永
牢１名という厳しい結果となった (永原慶二 『富士山宝永
大爆発』 集英社新書, 2002).
 ｢御師｣ は富士山信仰の指導者であり, 宿泊所の提供者で
あり, 富士講を広める普及者としての性格を持っていた.
信者からの宿泊料や山役銭(通行料), 布施などの収入によっ
て彼らの生計が維持されていた. そして, ｢御師｣ と信者
は師弟関係にあり, どれだけ大勢の信者を自分の勢力下に
置くかに気を配り, シーズンオフになると江戸を中心に
｢講まわり｣ に精を出した.
 日本の無尽と韓国の ｢契
ケ
｣ とは共通する部分がある (藤戸
計太 『無尽と契の研究』 大東学会 (京城), 1929).
 宮原武夫 『船橋の歴史散歩』 崙書房, 2011.
 白隠の著書 『辺
へ
鄙
び
以
い
知
ち
吾
ご
』 は禁書とされた.
 日本, 朝鮮, 中国をさす.
 ただし, この場合の ｢三国一｣ は一つの符丁であって, 例
えば林羅山のような, 朝鮮や中国への対抗意識はないと思
われる.
	 明治政府によって富士講がしだいに国家神道に糾合された
ことについては, 平野榮次 ｢明治前期における富士講の糾
合と教派神道の活動｣ ( 『平野榮次著作集Ⅰ 富士信仰と
富士講』 岩田書院, 2004) を参照.

 巌谷小波作詞. ｢あたまを雲の 上に出し四方の山を 見
おろして かみなりさまを 下に聞くふじは日本一の山｣
(『尋常小学読本唱歌 (二)』, 1911). 初出は, 1911 年のこ
の教科書である.
 この質問は, 歴史教育者協議会千葉支部の例会で授業プラ
ンを検討したときに出された意見だった. 前者の学生は
｢韓国｣ をいまの ｢大韓民国｣ と考えていることを表し,
後者の学生は統一された韓国 (というか？) を想定してい
るのである. このことは, 現在の朝鮮半島の分断状況を反
映して, 韓国の学生の認識も分断されていることを表す.
そしてこの発問は, そうした分断状況と韓国の学生に内在
化されているナショナリズム (国家の論理) の質を問う重
要なものであることを教えている. ただし, 実際の授業で
はこの問題を討論する時間がなかったことと, より大きく
は授業者にそうした発想がなかったため, 学生の意見とし
て発現することはなかった. したがって, 後述の学生の意
見にも見られない.
また, この二つの山もまたそれぞれ言説が与えられてい
る. ｢漢
ハル
拏
ラ
山
サン
｣ は民主化の象徴として, ｢白
ペク
頭
トゥ
山
サン
｣ は北朝鮮
の正統性の象徴として立ち現れることがあるのはそのため
である. この言説と分断状況の克服の問題とが結びついて
いることに注目すべきである.
 海後宗臣編 『日本教科書大系 近代編 第七巻 国語 (四)』
講談社, 1963, 354～355 ページ. 原文は縦書き. 授業で
は, 朝鮮総督府編 『普通学校朝鮮語読本』 (1924, 復刻版
『朝鮮総督府編纂教科書』 (あゆみ出版, 1985)) を紹介し
た. 朝鮮語で書かれているため, 当時の雰囲気が伝わりや
すいと思ったからだ. 一部訳出すると ｢富士山はわが国本
州の中部に突立し, ……山勢がはなはだ秀麗で勇壮であり,
わが国古来の名山なり｣ (強調は引用者) とある. この
｢名山｣ こそが現代につながる富士山言説であろう.
 国定教科書 (国民学校期) 『うたのほん 下』, 1941.
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